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Ⅰ．令和３年度道路関係補正予算配分方針

１．一般公共事業

「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」（令和３年１１月１９日閣

議決定）に基づき、「未来社会を切り拓く『新しい資本主義』の起動」及び

「防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保」について、所要

の経費が計上されたところである。

配分に当たっては、追加の趣旨を十分踏まえ、以下の事業について、

地域の実情や地方公共団体の要望等を勘案しつつ、重点的かつ効率的

な配分を行うこととする。

（１）未来社会を切り拓く「新しい資本主義」の起動

○道路におけるカーボンニュートラルの推進

○生産性向上に資する道路ネットワークの整備等

○条件不利地域における地方活性化（豪雪地帯）

○子供の安全な通行の確保に向けた道路交通環境の整備等の推進

（２）防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保

○災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能強化対策

○道路インフラの局所的な防災・減災対策等

○道路インフラに係る老朽化対策

○３次元モデル、カメラ画像等を活用したインフラの整備、管理などデジタル

化の推進

（○条件不利地域における地方活性化（豪雪地帯）【再掲】）

２．国庫債務負担行為（ゼロ国債）

公共事業の円滑かつ効率的な執行を図るため、事業の平準化を推進

することとし、特に、積雪寒冷地域等地域の状況に十分配慮して配分を

行うこととする。
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Ⅱ．令和３年度道路関係補正予算配分総括表

（注）事業費ベース

※条件不利地域における地方活性化（豪雪地帯）は、「未来社会を切り拓く『新しい資本主義』の起動」の事業費に含む。

※防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保は、全額が「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速

化対策」に係る事業費。

※この他に調査費と地方の要望に応じて道路整備に充てることができる防災・安全交付金（国費3,733億円）及び

社会資本整備総合交付金（国費547億円）がある。

※この他に、平常時、災害時問わず物流機能を担う運送事業者に対し、ETC2.0の普及を促進しつつ、物流コスト

を低減し、経営体質の強化により生産性向上を図るため、大口・多頻度割引の最大割引率を40％から50％に拡

充する措置の延長（令和５年３月末まで）を実施するための経費（国費78億円）を計上している。

Ⅲ．事業別概要

計数は直轄及び補助の事業費である。（この他に調査費と地方の要望に応じて道路整備※に充て

ることができる防災・安全交付金及び社会資本整備総合交付金がある。）

※自転車通行空間の整備を含む

○未来社会を切り拓く「新しい資本主義」の起動

・道路におけるカーボンニュートラルの推進 781百万円

2030年度の温室効果ガスを2013年度から46％削減する目標等を踏ま

え、道路インフラの省エネ化等を実施。

・生産性向上に資する道路ネットワークの整備等 50,089百万円

迅速かつ円滑な物流・人流の確保を通じた地方の活性化のため、空港・

港湾など広域交通拠点とのアクセス道路等の地方を支える産業等の生産

性向上に寄与する道路の整備等を推進。

・条件不利地域における地方活性化（豪雪地帯） 2,000百万円

条件不利地域において、地域の振興を図るため、豪雪地帯においては、

地方整備局を通じた生活道路除雪への支援を実施。

[総事業費] （単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

直轄事業 44,009 13,781 57,790 147,212 41,488 188,700 191,221 55,269 246,490 22,800 12,800 35,600 214,021 68,069 282,090

補助事業 9,596 0 9,596 195,653 0 195,653 205,249 0 205,249 5,045 0 5,045 210,294 0 210,294

合 計 53,605 13,781 67,386 342,865 41,488 384,353 396,470 55,269 451,739 27,845 12,800 40,645 424,315 68,069 492,384

合　　　計
区 分

未来社会を切り拓く「新しい
資本主義」の起動

防災・減災、国土強靱化の推
進など安全・安心の確保

小　　　計
国庫債務負担行為
（ゼロ国債）
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・子供の安全な通行の確保に向けた道路交通環境の整備等の推進

14,516百万円

「通学路等における交通安全の確保及び飲酒運転の根絶に係る緊急対

策」（令和３年８月４日）に基づく通学路の合同点検結果等を踏まえ、ソフト

対策の強化と一体となった通学路における交通安全対策等を推進。

○防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保

・災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能強化対策

194,822百万円

災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能を確保するため、高規格道路のミ

ッシングリンクの解消及び高規格道路と代替機能を発揮する直轄国道とのダブル

ネットワークの強化等を実施。

※この他、財政投融資（3,000億円）を活用し、暫定２車線区間における４車線化を実施。

・道路インフラの局所的な防災・減災対策等 67,622百万円

橋梁や道路の流失、土砂災害、電柱倒壊等による道路の通行止めのリ

スク解消や津波や洪水からの避難場所確保のため、河川に隣接する道路

構造物等の流失防止対策や法面・盛土対策、無電柱化、高架区間等を活

用した避難施設の整備等を実施。

・道路インフラに係る老朽化対策 113,909百万円

予防保全型インフラメンテナンスへの転換を図るため、道路インフラにつ

いて、早期に対策が必要な施設の修繕等を集中的に実施。

・３次元モデル、カメラ画像等を活用したインフラの整備、管理など

デジタル化の推進 8,000百万円

国土強靱化に関する施策のデジタル化推進のため、IT等を活用した道

路管理体制の強化対策等を実施。
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Ⅳ．都道府県別等配分額

[直轄事業]

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

3,115 1,129 4,244 13,905 8,207 22,112 17,020 9,336 26,356

7,497 3,621 11,118 7,350 6,233 13,583 14,847 9,854 24,701

2,771 1,800 4,571 12,518 8,659 21,177 15,289 10,459 25,748

3,388 1,288 4,676 6,585 3,403 9,988 9,973 4,691 14,664

9,699 964 10,663 16,495 4,284 20,779 26,194 5,248 31,442

4,682 1,083 5,765 39,260 3,931 43,191 43,942 5,014 48,956

8,955 1,916 10,871 13,895 2,846 16,741 22,850 4,762 27,612

38 517 555 5,008 1,406 6,414 5,046 1,923 6,969

3,864 1,318 5,182 25,576 2,222 27,798 29,440 3,540 32,980

0 145 145 6,620 297 6,917 6,620 442 7,062

44,009 13,781 57,790 147,212 41,488 188,700 191,221 55,269 246,490

（注）事業費ベース
※防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保は、全額が「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に係る事業費。
※この他に、調査費がある。

中 部 地 方 整 備 局

中 国 地 方 整 備 局

四 国 地 方 整 備 局

九 州 地 方 整 備 局

沖 縄 総 合 事 務 局

合　計

区分

近 畿 地 方 整 備 局

未来社会を切り拓く「新しい資本
主義」の起動

北 海 道 開 発 局

東 北 地 方 整 備 局

関 東 地 方 整 備 局

北 陸 地 方 整 備 局

小　　　計
防災・減災、国土強靱化の推進な
ど安全・安心の確保
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（単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

5,900 4,395 10,295 22,920 13,731 36,651

3,300 1,782 5,082 18,147 11,636 29,783

1,900 1,019 2,919 17,189 11,478 28,667

1,200 1,050 2,250 11,173 5,741 16,914

2,200 1,020 3,220 28,394 6,268 34,662

3,500 1,304 4,804 47,442 6,318 53,760

2,000 830 2,830 24,850 5,592 30,442

700 600 1,300 5,746 2,523 8,269

1,700 600 2,300 31,140 4,140 35,280

400 200 600 7,020 642 7,662

22,800 12,800 35,600 214,021 68,069 282,090

合　　　計
国庫債務負担行為
（ゼロ国債）
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[補助事業]

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

1 -       -       -       10,249  -       10,249  10,249  -       10,249  

2 468     -       468     5,455   -       5,455   5,923   -       5,923   

3 5       -       5       2,795   -       2,795   2,801   -       2,801   

4 1,553   -       1,553   4,733   -       4,733   6,286   -       6,286   

5 350     -       350     2,464   -       2,464   2,814   -       2,814   

6 105     -       105     8,694   -       8,694   8,799   -       8,799   

7 206     -       206     3,888   -       3,888   4,094   -       4,094   

8 -       -       -       1,853   -       1,853   1,853   -       1,853   

9 -       -       -       4,454   -       4,454   4,454   -       4,454   

# -       -       -       3,532   -       3,532   3,532   -       3,532   

# -       -       -       3,749   -       3,749   3,749   -       3,749   

# 54      -       54      2,377   -       2,377   2,432   -       2,432   

# -       -       -       5,994   -       5,994   5,994   -       5,994   

# 26      -       26      3,716   -       3,716   3,741   -       3,741   

# -       -       -       5,532   -       5,532   5,532   -       5,532   

# 1,003   -       1,003   6,443   -       6,443   7,446   -       7,446   

# 35      -       35      7,325   -       7,325   7,360   -       7,360   

# 158     -       158     3,593   -       3,593   3,751   -       3,751   

# 1,070   -       1,070   2,923   -       2,923   3,993   -       3,993   

# -       -       -       5,861   -       5,861   5,861   -       5,861   

# 795     -       795     2,571   -       2,571   3,366   -       3,366   

# 890     -       890     6,072   -       6,072   6,962   -       6,962   

# 79      -       79      2,216   -       2,216   2,294   -       2,294   

# -       -       -       5,140   -       5,140   5,140   -       5,140   

# 44      -       44      4,458   -       4,458   4,502   -       4,502   

# 53      -       53      3,994   -       3,994   4,047   -       4,047   

# -       -       -       9,374   -       9,374   9,374   -       9,374   

# 69      -       69      15,071  -       15,071  15,140  -       15,140  

# -       -       -       2,822   -       2,822   2,822   -       2,822   

# -       -       -       1,195   -       1,195   1,195   -       1,195   

# -       -       -       5,432   -       5,432   5,432   -       5,432   

# -       -       -       1,232   -       1,232   1,232   -       1,232   

# 130     -       130     1,595   -       1,595   1,724   -       1,724   

# 2       -       2       1,495   -       1,495   1,497   -       1,497   

# 290     -       290     3,107   -       3,107   3,397   -       3,397   

# -       -       -       2,232   -       2,232   2,232   -       2,232   

# 1,051   -       1,051   1,449   -       1,449   2,500   -       2,500   

# 45      -       45      3,598   -       3,598   3,643   -       3,643   

# -       -       -       1,056   -       1,056   1,056   -       1,056   

# 234     -       234     3,763   -       3,763   3,997   -       3,997   

# -       -       -       3,589   -       3,589   3,589   -       3,589   

# 790     -       790     4,761   -       4,761   5,551   -       5,551   

# -       -       -       3,459   -       3,459   3,459   -       3,459   

# -       -       -       3,697   -       3,697   3,697   -       3,697   

# 90      -       90      2,612   -       2,612   2,702   -       2,702   

# -       -       -       2,235   -       2,235   2,235   -       2,235   

# -       -       -       1,800   -       1,800   1,800   -       1,800   

9,596   -       9,596   195,653 -       195,653 205,249 -       205,249 

（注）事業費ベース
※防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保は、全額が「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に係る事業費。
※この他に、防災・安全交付金（国費3,733億円）及び社会資本整備総合交付金（国費547億円）があり、地方の要望に応じて道路整備に
充てることができる。
※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。

鹿 児 島 県

沖 縄 県

合 計

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

高 知 県

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌 山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

石 川 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

福 井 県

富 山 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

山 梨 県

長 野 県

新 潟 県

山 形 県

区分

未来社会を切り拓く「新しい資本
主義」の起動

防災・減災、国土強靱化の推進な
ど安全・安心の確保

小　　　計

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県
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（単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

1,243   -       1,243   11,492  -       11,492  

145     -       145     6,068   -       6,068   

-       -       -       2,801   -       2,801   

-       -       -       6,286   -       6,286   

-       -       -       2,814   -       2,814   

-       -       -       8,799   -       8,799   

-       -       -       4,094   -       4,094   

-       -       -       1,853   -       1,853   

-       -       -       4,454   -       4,454   

-       -       -       3,532   -       3,532   

-       -       -       3,749   -       3,749   

-       -       -       2,432   -       2,432   

92      -       92      6,086   -       6,086   

-       -       -       3,741   -       3,741   

-       -       -       5,532   -       5,532   

-       -       -       7,446   -       7,446   

-       -       -       7,360   -       7,360   

-       -       -       3,751   -       3,751   

160     -       160     4,153   -       4,153   

15      -       15      5,876   -       5,876   

-       -       -       3,366   -       3,366   

230     -       230     7,192   -       7,192   

-       -       -       2,294   -       2,294   

-       -       -       5,140   -       5,140   

-       -       -       4,502   -       4,502   

-       -       -       4,047   -       4,047   

1,580   -       1,580   10,954  -       10,954  

15      -       15      15,155  -       15,155  

-       -       -       2,822   -       2,822   

-       -       -       1,195   -       1,195   

30      -       30      5,462   -       5,462   

90      -       90      1,322   -       1,322   

210     -       210     1,934   -       1,934   

-       -       -       1,497   -       1,497   

-       -       -       3,397   -       3,397   

-       -       -       2,232   -       2,232   

-       -       -       2,500   -       2,500   

-       -       -       3,643   -       3,643   

250     -       250     1,306   -       1,306   

-       -       -       3,997   -       3,997   

100     -       100     3,689   -       3,689   

-       -       -       5,551   -       5,551   

-       -       -       3,459   -       3,459   

430     -       430     4,127   -       4,127   

155     -       155     2,857   -       2,857   

-       -       -       2,235   -       2,235   

300     -       300     2,100   -       2,100   

5,045   -       5,045   210,294 -       210,294 

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合　　　計
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Ⅴ．配分箇所の具体事例

１．未来社会を切り拓く「新しい資本主義」の起動

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（生産性向上に資する道路ネットワークの整備等）

岐阜県、三重県 東海環状
とうかいかんじょう

自動車道 2,240 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（養老町
ようろうちょう

～いなべ市） 一般国道４７５号 ・事業延長：18.0km

 東海環状
とうかいかんじょう

自動車道 ・補正予算（追加額）投入効果

 （養老
ようろう

～北勢
ほくせい

） 　令和８年度の開通を確実にし、迅速

かつ円滑な物流・人流を確保するた

め、補正予算の充当により、国道４７

５号東海環状
とうかいかんじょう

自動車道（養老
ようろう

～北勢
ほくせい

）

の改良工事及び橋梁下部工事を推進す

ることで、地方を支える産業等の生産

性向上に寄与する道路ネットワークの

整備等を推進。

香川県 一般県道 1,000 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（高松
たかまつ

市～坂出
さかいで

市） 　高松坂出
たかまつさかいで

線 ・事業延長：6.6km

（五色台
ごしきだい

工区） ・補正予算（追加額）投入効果

　迅速かつ円滑な物流・人流を確保す

るため、補正予算の充当により、一般

県道高松坂出
たかまつさかいで

線（五色台
ごしきだい

工区）の改良

工事、橋梁工事を推進することで、地

方を支える産業等の生産性向上に寄与

する道路ネットワークの整備等を推

進。

 （注）事業費ベースで作成。
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１．未来社会を切り拓く「新しい資本主義」の起動

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（子供の安全な通行の確保に向けた道路交通環境の整備等の推進）

青森県 田子
たっこ

地区 98 ・事業内容：歩道整備等

（三戸
さんのへ

郡田子
たっこ

町
まち

） ・補正予算（追加額）投入効果

　通学路等の安全な通行を確保するた

め、補正予算の充当により、田子
たっこ

地区

の歩道整備工事を実施することで、合

同点検結果等を踏まえた交通安全対策

を推進。

熊本県 一般国道３号 90 ・事業内容：歩道整備

（宇城
う き

市） 竹崎
たけざき

歩道整備 ・事業延長：0.3km

・補正予算（追加額）投入効果

　通学路等の安全な通行を確保するた

め、補正予算の充当により、歩道整備

工事を推進することで、合同点検結果

等を踏まえた交通安全対策を推進。

 （注）事業費ベースで作成。
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２．防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能強化対策）

青森県 一般国道１０１号 300 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（つがる市） 　柏浮田
かしわうきた

道路 ・事業延長：12.3km

・補正予算（追加額）投入効果

　災害時においても速やかに緊急車両や

一般車両の通行を確保するため、補正予

算の充当により、国道１０１号柏浮田
かしわうきた

道

路の改良工事を実施することで、道路

ネットワークの機能強化を推進。

新潟県 一般国道２５３号 200 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（十日町
とおかまち

市～南魚沼
みなみうおぬま

市）八箇峠
はっかとうげ

道路 ・事業延長：8.5km

・補正予算（追加額）投入効果

　災害時においても速やかに緊急車両や

一般車両の通行を確保するため、補正予

算の充当により、国道２５３号八箇峠
はっかとうげ

道

路の改良工事等を実施することで、道路

ネットワークの機能強化を推進。

 （注）事業費ベースで作成。
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２．防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（道路インフラの局所的な防災・減災対策）

三重県 一般国道１号 288 ・事業内容：無電柱化

（四日市
よっかいち

市）  富士
ふ じ

電線共同溝 ・事業延長：0.6km

・補正予算（追加額）投入効果

　電柱倒壊による道路閉塞等の被害を防

止するため、補正予算の充当により、国

道１号富士
ふ じ

電線共同溝の本体工事を推進

することで、市街地の緊急輸送道路であ

り、災害時における四日市
よっかいち

港～四日市
よっかいち

市

役所等へのアクセスに重要な区間におけ

る無電柱化を推進。

山口県 一般国道２号 250 ・事業内容：法面対策

（岩国
いわくに

市） 山口２号維持管理 ・事業延長：0.2km

・補正予算（追加額）投入効果

　土砂災害等による道路の通行止めのリ

スクを解消するため、補正予算の充当に

より、国道２号岩国
いわくに

市廿木
はたき

地区におい

て、法面対策工事を実施することで、道

路法面・盛土対策を推進。

 （注）事業費ベースで作成。
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２．防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（道路インフラに係る老朽化対策）

広島県 一般国道２号 420 ・事業内容：舗装修繕

（広島
ひろしま

市） 広島２号維持管理 ・事業延長：4.1km

・補正予算（追加額）投入効果

　予防保全型インフラメンテナンスへの

転換を図るため、補正予算の充当によ

り、路盤打換工事等を実施することで、

早期に対策が必要な道路施設の老朽化対

策を集中的に実施。

 （注）事業費ベースで作成。
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様式－１

Ⅴ．配分箇所の具体事例

（ゼロ国債）

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

山形県 一般国道１３号 640 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（新庄
しんじょう

市）  泉田
いずみた

道路 ・事業延長：8.2km

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

北海道 一般国道５号 85 ・事業内容：交差点改良

（札幌
さっぽろ

市） 西
にし

宮
みや

の沢
さわ

中央通交差点改良 ・事業延長：0.1km

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

石川県 一般国道３０４号 160 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（金沢
かなざわ

市） 清水谷
しみずだに

バイパス ・事業延長：1.5km

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

　補正予算（ゼロ国債）の充当により、

積雪寒冷地である下大沢北
したおおさわきた

地区の舗装工

事等の早期発注が可能となり、冬期を避

けた施工を行うことで、令和４年度の開

通がより確実になる。

　補正予算（ゼロ国債）の充当により、

積雪寒冷地である札幌
さっぽろ

市手稲
ていね

区西宮の沢
にしみやのさわ

地区の改良工事の早期発注が可能とな

り、冬期を避けた施工を行うことで、着

実に事業進捗をはかる。

　補正予算（ゼロ国債）の充当により、

積雪寒冷地である金沢
かなざわ

市古屋谷町
ふるやだにまち

～清水
しみず

谷町
だにまち

地区の改良工事の早期発注が可能と

なり、冬期を避けた施工を行うことで、

着実に事業進捗をはかる。
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へ
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と
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【
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
起
動
】
生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

一
般
国
道
４
７
５
号
東
海
環
状
自
動
車
道
（
養
老
～
北
勢
）

○
令
和
８
年
度
の
開
通
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確
実
に
し
、
迅
速
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円
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物
流
・
人
流
を
確
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す
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た
め
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補
正
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当
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国
道
４
７
５
号
東
海
環
状

自
動
車
道
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養
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勢
）
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改
良
工
事
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橋
梁
下
部
工
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進
す
る
こ
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で
、
地
方
を
支
え
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産
業
等
の
生
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性
向
上
に
寄
与
す
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道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
を
推
進
。

直
轄

【
道
路
】

《
位
置
図
》
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諸
元
等
》

岐
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養
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．
０
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．
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う

ほ
く
せ
い

と
う
か
い
か
ん
じ
ょ
う

よ
う
ろ
う

よ
う
ろ
う
ち
ょ
う

ほ
く
せ
い
ち
ょ
う

《
沿
線
市
町
の
製
造
業
従
業
者
数
と
製
造
品
出
荷
額
等
の
推
移
》

N

岐
阜
県

三
重
県

愛
知
県

東
海
環
状
自
動
車
道

（
養
老
～
北
勢
）

《
東
海
環
状
自
動
車
道
（西
回
り
）
の
開
通
を
見
据
え
た
企
業
立
地
》

1.
00

1.
07

1.
63

0.
0

10
.0

20
.0

30
.0

40
.0

1.
00

0.
84

1.
10

0.
0

10
.0

20
.0

30
.0

40
.0

50
.0

従 業 者 数 （ 万 人 ）

○
沿
線
市
町
の
製
造
業
従
業
者
数

※
工
業
統
計
調
査
（速
報
）
（
20

20
年
）
よ
り
作
成

※
従
業
者
数
は
、
東
回
り
・
西
回
り
の
合
算
値

5
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

1
0
.0

0
.0

3
0
.0

20
20
年

約
2
.7
万
人

増
加

20
00
年

東
回
り
全
線

工
事
着
工東
回
り
開
通

（
2
0
0
5
.3
）

27
.3
万
人

30
.0
万
人

1
.0
0

1.
1
0

0.
8
4

○
沿
線
市
町
の
製
造
品
出
荷
額

※
工
業
統
計
調
査
（
速
報
）
（
20

20
年
）
よ
り
作
成

※
製
造
品
出
荷
額
は
、
東
回
り
・西
回
り
の
合
算
値

4
0.
0

20
.0

1
0.
0

0
.0

3
0.
0

20
19
年

20
00
年

約
9
兆
円

増
加

東
回
り
全
線

工
事
着
工東
回
り
開
通

（
2
00
5
.3
）

14
.4
兆
円

23
.5
兆
円

全
国

1
.0
0

1
.6
3

1
.0
7

製 造 品 出 荷 額 等 （ 兆 円 ）

・
工
業
統
計
調
査
（
速
報
）
（
2
0
2
0
年
）
よ
り
作
成

・
製
造
品
出
荷
額
は
、
東
回
り
・
西
回
り
の
合
算
値

・
工
業
統
計
調
査
（
速
報
）
（
2
0
2
0
年
）
よ
り
作
成

・
製
造
品
出
荷
額
は
、
東
回
り
・
西
回
り
の
合
算
値

事
業
区
間
：

延
長
：

全
体
事
業
費
：

R
３
補
正
：

駒
野
工
業
団
地

こ
ま
の

区
画
２

区
画
１

・
令
和
2
年
1
2
月
よ
り
分
譲
開
始

・
区
画
１
は
売
約
済
み

令
和
3
年
1
0
月
撮
影

至 養 老 Ｉ Ｃ

至 ( 北 勢 Ｉ Ｃ)

2
5
8

R
O
U
T
E

（
海
津
P
A
・
S
IC
）

東
海
環
状
自
動
車
道

令
和
8
年
度
開
通
見
込
み

平
成
1
2
年

令
和
2
年

平
成
1
2
年

令
和
元
年

(平
成
1
7
年
3
月
)

(平
成
1
7
年
3
月
)

か
い
づ

別
紙
１

16



30
,2

99
 

31
,7

96
 

33
,4

61
 36

,4
77

 40
,2

38
 

28
,0

00
30

,0
00

32
,0

00
34

,0
00

36
,0

00
38

,0
00

40
,0

00
42

,0
00

H
27

H
28

H
29

H
30

R
1

(T
EU

)
（
外
貿
の
み
）

○
迅
速
か
つ
円
滑
な
物
流
・人
流
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
一
般
県
道
高
松
坂
出
線
（
五
色
台
工
区
）の
改
良
工
事
、
橋
梁
工

事
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
方
を
支
え
る
産
業
等
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
を
推
進
。

○
本
路
線
で
は
交
通
量
が
年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
上
、
高
松
港
で
は
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に

加
え
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
も
着
手
し
て
お
り
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
も

増
加
傾
向
（
約
４
割
が
本
路
線
を
利
用
）に
あ
る
た
め
、
４
車
線
化
に
よ
り
物
流
機
能
の
強
化
を
図
る
。

《
効
果
》

《
平
面
図
》

N

高
松
市

坂
出
市

善
通
寺
市

観
音
寺
市

丸
亀
市

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

三
豊
市

当
該
箇
所

坂
出
駅

番
の
州
臨
海

工
業
団
地

坂
出
北
IC

（
一
）
高
松
坂
出
線

至
岡
山

至
高
知
・
松
山

至 徳 島

高
松
駅

N

11

11
32

11

1130

E1
1

E3
0

高
松
港

ﾗｲ
ｵﾝ
(株
)新
工
場

R3
稼
働

竜
王
金
属
(株
)新
工
場

R4
稼
働
予
定

写
真
①

ｲｵ
ﾝ四
国
LC
常
温
棟

R4
稼
働
予
定

(株
)ﾑ
ﾛｵ
物
流
ｾﾝ
ﾀｰ

R3
稼
働

ｼｮ
ｰﾜ
ｸﾞ
ﾛｰ
ﾌﾞ
(株
)新
工
場

R5
稼
働
予
定

(株
)ハ
ロ
ー
ズ
物
流
ｾﾝ
ﾀｰ

R4
稼
働
予
定

坂
出
市

高
松
市

た
か

ま
つ

さ
か
い
で

【
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
起
動
】
生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等

一
般
県
道
高
松
坂
出
線
（
五
色
台
工
区
）

《
諸
元
等
》

○
事
業
区
間
：
香
川
県
高
松
市
生
島
町

～
坂
出
市
青
海
町

○
事
業
主
体
：
香
川
県

○
延

長
：
６
．
６
ｋ
ｍ

○
全
体
事
業
費
：
８
７
億
円

○
R

  3
補
正
：
１
０
．
０
億
円
（
事
業
費
）

か
が
わ

た
か
ま
つ

い
く
し
ま
ち
ょ
う

さ
か
い
で

お
う
み
ち
ょ
う

《
位
置
図
》

た
か
ま
つ

さ
か
い
で

ご
し
き
だ
い

補
助

【
道
路
】

至
坂
出
市
街

至
高
松
市

写
真
①
：
混
雑
状
況

出
典
）
H
2
3
.
4
,
H
2
4
.
4
香
川
県
調
べ

H
2
7
.
1
0
：
全
国
道
路
･
街
路
交
通
情
勢
調
査

◆
交
通
量
推
移

（
台
／
日
）

全
車

大
型
車

出
典
）
香
川
県
調
べ

◆
高
松
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
の
推
移

◆
高
松
港
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
輸
送
経
路
割
合

国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路

（
神
戸
港
）

国
際
コ
ン
テ
ナ

定
期
航
路

（
釜
山
、
上
海
、
青
島
等
）

高
松
港

ﾄ
ﾚｰ
ｼ
ﾞ
輸
送

9
,5
64
TE
U

約
4
割
が

高
松
坂
出
線
を
利
用

約
1
割
が

番
の
州
臨
海
工
業
団
地

高
松
坂
出
線
未
利
用

高
松
坂
出
線
利
用

（
番
の
州
臨
海
工
業
団
地
以
外
）

高
松
坂
出
線
利
用

（
番
の
州
臨
海
工
業
団
地
）

出
典
）
香
川
県
調
べ

H
2
9

高
松
港

ド
レ
ー
ジ
輸
送

（
コ
ン
テ
ナ
）

9
,
5
6
4
T
E
U

（
外
貿
の
み
）

(
R6
I
Cフ
ル
化

予
定
)

JR
貨
物
ﾀｰ
ﾐ
ﾅﾙ
駅

ト
ン
ネ
ル
内
事
故
発
生
状
況

・
過
去

10
年
で

20
件
の

正
面
衝
突
事
故
発
生

（
一
）
高
松
坂
出
線

（
五
色
台
工
区
）

整
備
区
間

6.
6
km

（
※
）
H
2
7
全
国
道
路
･
街
路
交
通
情
勢
調
査

当
該
区
間
の
混
雑
度

1
.
2
～
1
.
6
（
※
）

凡 例

事
業
中

供
用
中

主
要
渋
滞
箇
所

死
亡
事
故
発
生
箇
所

渋
滞
長

（
H
2
9
.
5
.2
3
_
香
川
県
調
べ
）

番
の
州
臨
海
工
業
団
地
と

高
松
港
間
の
輸
送
ル
ー
ト

R
3
年
度
補
正
投
入
箇
所

R
5
年
度
国
際
物
流
ﾀ
ｰ
ﾐ
ﾅ
ﾙ
整
備
完
了
予
定

R
2
～
R
7
年
度
複
合
一
貫
輸
送
ﾀ
ｰ
ﾐ
ﾅ
ﾙ
の
整
備

別
紙
２

ご
し
き

だ
い
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【
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
起
動
】
子
供
の
安
全
な
通
行
の
確
保
に
向
け
た
道
路
交
通
環
境
の
整
備
等
の
推
進

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
田
子
地
区

○
田
子
地
区
で
は
、
国
道
10
4
号
及
び
主
要
地
方
道
田
子
十
和
田
湖
線
か
ら
地
区
内
に
流
入
す
る
車
両
や
走
行
速
度
が
高
い
車
両
に
よ
る
通
学
路

の
交
通
安
全
上
の
課
題
や
、
田
子
十
和
田
湖
線
の
通
学
路
指
定
さ
れ
て
い
る
区
間
に
お
い
て
歩
道
が
な
い
等
の
課
題
が
あ
り
、
合
同
点
検
の
結

果
、
ハ
ー
ド
対
策
及
び
ソ
フ
ト
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
。

○
こ
の
た
め
、
同
地
区
に
お
い
て
速
度
規
制
や
交
通
指
導
取
締
り
を
強
化
し
、
生
活
道
路
に
お
け
る
ハ
ン
プ
等
の
物
理
的
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
速
度
抑

制
等
の
対
策
と
と
も
に
、
幹
線
道
路
に
お
け
る
歩
道
整
備
等
の
対
策
を
実
施
す
る
。

○
通
学
路
等
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
田
子
地
区
の
歩
道
整
備
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
合
同
点
検
結
果

等
を
踏
ま
え
た
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

補
助

【
道
路
】

と
わ

だ
こ

さ
ん
の
へ

ぐ
ん

た
っ
こ

ま
ち

た
っ
こ

【
青
森
県
】

《
位
置
図
》

《
諸
元
等
》

《
現
地
状
況
写
真
①
》

《
現
地
状
況
写
真
②
》

た
っ
こ

と
わ

だ
こ

た
っ
こ

た
っ
こ

た
っ
こ

ス
ム
ー
ズ
横
断
歩
道

（
田
子
町
、
警
察
）

田
子
幼
稚
園

歩
道
の
設
置
（
田
子
町
）

標
識
設
置
（
警
察
）

ゾ
ー
ン

30
指
定
（
予
定
）

（
公
安
委
員
会
）

①

ゾ
ー
ン

30
指
定
（
予
定
）

（
公
安
委
員
会
）

待
避
所
、
視
距
改
良
（
田
子
町
）

標
識
設
置
（
警
察
）

10
4

10
4

歩
道
整
備

L=
30

0m
（
R

3補
正
）

（
青
森
県
）

田
子
小
学
校

田
子
中
学
校

②

田
子
高
校

《
平
面
図
》

通
学
路

整
備
地
区

ハ
ン
プ

待
避
所

【
道
路
管
理
者
】

【
公
安
委
員
会
】

規
制
標
識
設
置

視
距
改
良

歩
道
設
置

ゾ
ー
ン
３
０
指
定

ス
ム
ー
ズ
横
断
歩
道

抜
け
道

合
同
点
検

対
策
必
要
箇
所

歩
道
設
置
（
R

3補
正
）

カ
ラ
ー
舗
装

さ
ん
の
へ
ぐ
ん
た
っ
こ

ま
ち
た
っ
こ

事
業
箇
所
：

事
業
主
体
：

全
体
事
業
費
：

Ｒ
３
補
正
：

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
田
子

青
森
県
、
田
子
町

４
．
４
２
億
円
（事
業
費
）

０
．
９
８
億
円
（事
業
費
）

＜
主
な
対
策
内
容
＞

（
道
路
管
理
者
（
青
森
県
）
）

歩
道
整
備

（
道
路
管
理
者
（
田
子
町
）
）

歩
道
整
備
、
視
距
改
良
、
待
避
所
設
置
、

ハ
ン
プ
、
ス
ム
ー
ズ
横
断
歩
道
、
カ
ラ
ー
舗
装

（
公
安
委
員
会
・
警
察
）

ゾ
ー
ン
３
０
指
定
（
予
定
）
、
規
制
標
識
設
置
、

交
通
指
導
取
締
り
（
強
化
予
定
）、
横
断
歩
道
設
置

別
紙
３

（
単
位
：
m

m
）
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【
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
起
動
】
子
供
の
安
全
な
通
行
の
確
保
に
向
け
た
道
路
交
通
環
境
の
整
備
等
の
推
進

一
般
国
道
３
号
竹
崎
歩
道
整
備
事
業

熊
本
県

宇
城
市

松
橋
町

NO.0

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

NO.7

NO.8

NO.9

NO.10

NO.11

NO.12

NO.13

NO.14

NO.15

NO.16

NO.1
7

NO.
18

NO.
19

NO.
20

NO.
21

NO.
22

【
道
路
】

○
小
学
校
の
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
歩
道
が
狭
小
な
区
間
や
未
整
備
区
間
が
あ
り
、
歩
行
者
等
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
関
係
機
関
等
に
よ
る
Ｒ
３
通
学
路

点
検
に
お
い
て
、
対
策
必
要
箇
所
と
さ
れ
て
い
る
。

○
本
事
業
に
お
い
て
、
既
設
歩
道
の
拡
幅
及
び
新
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

《
位
置
図
》

《
計
画
横
断
図
》

直
轄

《
平
面
図
》

竹
崎
歩
道
整
備
延
長
０
．
３
ｋ
ｍ

至
宇
土
市

う
と

至
八
代
市

や
つ
しろ

写
真
①

至 豊 福 小 学 校

1.
50

3.
25

3.
25

1.
50

2.
50

9.
50

2.
50

14
.5
0

歩 道
歩 道

自 転 車

通 行 帯

自 転 車

通 行 帯

（
単
位
：
m
）

1.
25

3.
25

3.
25

0.
30

8.
05

1.
10

9.
15

歩 道
路 肩

（
単
位
：
m
）

事
業
箇
所

①
う
と

至
宇
土
市

や
つ
しろ

至
八
代
市

《
現
地
状
況
写
真
》

現
況

計
画

《
諸
元
等
》

事
業

区
間

延
長

Ｒ
３
補

正

：
熊
本
県
宇
城
市
松
橋
町
竹
崎

：
０
．
３
ｋ
ｍ

：
０
．
９
億
円

凡
例

通
学
路

た
け
ざ
き

う
き

ま
つ
ば
せ
ま
ち
た
け
ざ
き

別
紙
４

熊
本
県
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【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
】
災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
対
策

一
般
国
道
１
０
１
号
柏
浮
田
道
路

〇
災
害
時
に
お
い
て
も
速
や
か
に
緊
急
車
両
や
一
般
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
１
０
１
号
柏
浮
田
道
路
の

改
良
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
推
進
。

直
轄

【
道
路
】

か
し
わ
う
き
た

か
し
わ
う
き

た

《
位
置
図
》

青
森
県

柏
浮
田
道
路

N 延
長
3.
7k
m

鯵
ヶ沢
道
路

H3
1.
3開
通

柏
浮
田
道
路

事
業
中

五
所
川
原
西
バ
イパ
ス

H2
6.
11
開
通

延
長
3.
8k
m

延
長
15
.7
km

浪
岡
IC
～
国
道
7号

交
差
点

津
軽
自
動
車
道

延
長
12
.3
km

浪
岡
五
所
川
原
道
路

H1
9.
12
開
通

写
真
-
1

写
真
-
2

《
平
面
図
》

《
効
果
》

▲
高
盛
土
に
よ
る
飛
雪
抑
制
効
果

○
高
盛
土
に
す
る
こ
と
で
、
道
路
周
辺
に
吹
き
だ
ま
り
や
雪
堤
が
形
成

さ
れ
に
く
く
な
り
、
飛
雪
が
抑
制
さ
れ
る
。

○
柏
浮
田
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を

推
進
。

▲
飛
雪
の
影
響
を
受
け
る
現
道
区
間

▲
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
が
発
生
し
た
現
道
区
間

吹
き
だ

ま
り

・
雪

堤
が

形
成

飛
雪
（
地

吹
雪
）

飛
雪
（
地

吹
雪
）

高
盛

土
（
3
m
以

上
）

写
真
-
１

写
真
-
２

▲
視
程
確
保
さ
れ
る
津
軽
道
既
供
用
区
間

か
し
わ
う
き

た

《
諸
元
等
》

青
森
県
つ
が
る
市
柏
稲
盛

～
木
造
越
水

１
２
．
３
ｋ
ｍ

３
８
０
億
円

３
．
０
億
円
（
事
業
費
）

か
し
わ
い

せ

き
づ
く
り
こ
し
み
ず

事
業
区
間
：

延
長
：

全
体
事
業
費
：

R
３
補
正
：

別
紙
５
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一
般
国
道
２
５
３
号
八
箇
峠
道
路

直
轄

【
道

路
】

○
当

該
区

間
の

現
道

部
に

は
、

雨
量

の
事

前
通

行
規

制
区

間
が

あ
り

、
こ

れ
ま

で
も

災
害

や
降

雨
に

よ
り

通
行

止
め

が
発

生
。

○
八

箇
峠

道
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
機

能
強

化
を

推
進

。

《
諸

元
等

》
《
位

置
図

》

《
平

面
図

》

○
災

害
時

に
お

い
て

も
速

や
か

に
緊

急
車

両
や

一
般

車
両

の
通

行
を

確
保

す
る

た
め

、
補

正
予

算
の

充
当

に
よ

り
、

国
道

２
５

３
号

八
箇

峠
道

路
の

改
良

工
事

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
機

能
強

化
を

推
進

。

は
っ

か
と

う
げ

は
っ
か
と
う
げ

事
業

区
間

：
新

潟
県

十
日

町
市

八
箇

～
南

魚
沼

市
余

川

延
長

：
８

．
５

km

全
体

事
業

費
：

５
４

３
億

円

R
  
３

補
正

：
２

．
０

億
円

（
事

業
費

）

と
お

か
ま

ち
は

っ
か

み
な

み
う

お
ぬ

ま
よ

か
わ

《
現

道
被

災
状

況
写

真
》

十
日

町
市

八
箇

地
先

（H
23

.7
.2

9）

写
真

①

南
魚

沼
市

小
栗

山
地

先
（H

23
.7

.2
9撮

影
）

【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
】
災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
対
策

【
魚
沼
基
幹
病
院
】

平
成

27
年

6月
開

院
。

魚
沼

地
域

に
不

足
す

る
三

次
救

急
や

高
度

医
療

な
ど

拠
点

的
な

医
療

を
担

う
。

野
田
IC

南
魚
沼
市

十
日
町
市

余
川
IC
(仮
称
)

八
箇
IC

十
日
町
市
街
地

凡
例

：
整
備
な
し
ル
ー
ト

：
現
況
ル
ー
ト

：
整
備
あ
り
ル
ー
ト

六
日
町
I
C

八
箇
峠
道
路

未
開
通

区
間E

1
7

写
真

②
写

真
①

写
真

②

旧
国
道
2
5
3
号

延
長

：
4
.
1
k
m

規
制
基
準
：
連
続
雨
量
8
0
m
m

時
間
雨
量
4
0
m
m

旧
国
道
2
5
3
号

延
長

：
3
.
5
k
m

規
制
基
準
：
連
続
雨
量
8
0
m
m

時
間
雨
量
4
0
m
m

2
8.
8

3
0.
7

3
1.
0

0
10

20
30

40

整
備
あ
り
ル
ー
ト

現
況
ル
ー
ト

整
備
な
し
ル
ー
ト

旅
行
時
間

（
規

制
速

度
に

よ
り

算
定

）

（
分
）

約
2
分

（
7
％
）

短
縮

《
十
日
町
市
～
魚
沼
基
幹
病
院
間
の
所
要
時
間

》

は
っ

か
と

う
げ

H
2
3
新

潟
・福

島
豪

雨
全

面
通

行
止

め
期

間
(7

/2
8～

8
/6

)

《
効

果
》

と
お

か
ま

ち
う

お
ぬ

ま

と
お

か
ま

ち
は

っ
か

み
な

み
う

お
ぬ

ま
こ

ぐ
り

や
ま

別
紙

６
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【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
等

一
般
国
道
１
号
富
士
電
線
共
同
溝

○
電
柱
倒
壊
に
よ
る
道
路
閉
塞
等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
１
号
富
士
電
線
共
同

溝
の
本
体
工
事
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
街
地
の
緊
急
輸
送
道
路
で
あ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
四
日
市
港
～
四
日
市

市
役
所
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
重
要
な
区
間
の
無
電
柱
化
を
推
進
。

ふ
じ

直
轄

事
業
区
間
：
三
重
県
四
日
市
市
富
士
町

～
三
重
県
四
日
市
市
金
場
町

延
長
：
０
．
６
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費
：
１
０
億
円

Ｒ
３
補
正
：
２
．
９
億
円

≪
平
面
図
≫

≪
現
地
状
況
写
真
≫

【
道
路
】

≪
諸
元
等
≫

よ
っ
か
い
ち

ふ
じ
ち
ょ
う

か
な
ば
ち
ょ
う

≪
位
置
図
≫

み
え

み
え

よ
っ
か
い
ち

≪
標
準
横
断
図
≫

ふ
じ

よ
っ
か
い
ち
こ
う

一
般
国
道
１
号

富
士
電
線
共
同
溝

至
大
津
市

至
名
古
屋
市

四
日
市
港

富
士
電
線
共
同
溝

延
長
０
．
６
ｋ
ｍ
（
上
下
）

至
）
名
古
屋
市

な
ご
や

至
）
大
津
市

お
お

つ

四
日
市
市
役
所

事
業
中

整
備
済

( 終) 四 日 市 市 金 場 町

よ っ か い ち か な ば ち ょ う

( 起) 四 日 市 市 富 士 町

よ っ か い ち ふ じ ち ょ う

JR
四
日
市
駅

近
鉄
四
日
市
駅

【
災
害
拠
点
病
院
】

市
立
四
日
市
病
院

写
真

写
真

四
日
市
市

消
防
本
部

ふ
じ

別
紙
７
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一
般
国
道
２
号
山
口
２
号
維
持
管
理

直
轄

【
道
路
】

○
一
般
国
道
２
号
は
、
大
阪
府
大
阪
市
を
起
点
と
し
福
岡
県
北
九
州
市
に
至
る
全
長
約
６
７
１
ｋ
ｍ
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
第

一
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

○
土
砂
災
害
等
に
よ
る
道
路
の
通
行
止
め
の
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
２
号
岩
国
市
廿
木
地

区
に
お
い
て
、
法
面
対
策
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
道
路
法
面
・
盛
土
対
策
を
推
進

《
現
状
》

【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
等

《
諸
元
等
》

事
業
区
間
：
山
口
県
岩
国
市
甘
木
地
区

延
長
：
約
０
．
２
ｋ
ｍ

《
位
置
図
》

《
平
面
図
》

Ｒ
３
補
正
：
山
口
２
号
維
持
管
理

２
．
５
億
円
（
事
業
費
）

広
島
県

岡
山
県

鳥
取
県

島
根
県

山
口
県

事
業
箇
所

《
対
策
イ
メ
ー
ジ
》

法
枠
工

N
N

至
大
阪

至
福
岡

至
大
阪

至
福
岡

お
お
さ
か

お
お
さ
か

ふ
く
お
か

き
た
き
ゅ
う
し
ゅ
う

い
わ
く
に

は
た
き

や
ま
ぐ
ち

い
わ
く
に

は
た
き

【
配
分
箇
所
の
代
表
事
例
】

別
紙
８
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一
般
国
道
２
号
広
島
２
号
維
持
管
理

直
轄
【
道
路
】

○
一
般
国
道
２
号
は
、
大
阪
府
大
阪
市
を
起
点
と
し
福
岡
県
北
九
州
市
に
至
る
全
長
約
６
７
１
ｋ
ｍ
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、

第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
。

○
予
防
保
全
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町
地
区

の
一
般
国
道
２
号
に
お
い
て
、
路
盤
打
換
工
事
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
早
期
に
対
策
が
必
要
な
道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
を

集
中
的
に
実
施
。

《
諸
元
等
》

事
業
区
間
：
広
島
県
広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町
地
区

延
長
：
４
．
１
０
ｋ
ｍ

《
位
置
図
》

《
現
状
》

《
対
策
イ
メ
ー
ジ
》

Ｒ
３
補
正
：
広
島
２
号
維
持
管
理

４
．
２
億
円
（
事
業
費
）

【
配
分
箇
所
の
代
表
事
例
】
《
平
面
図
》

至
東
広
島
市

至
広
島
市
街

広
島
県

岡
山
県

鳥
取
県

島
根
県

山
口
県

事
業
箇
所

ひ
ろ
し
ま

か
み
せ
の
ち
ょ
う

あ
き

N

至
東
広
島
市

至
広
島
市
街

事
業
箇
所

舗
装
打
ち
換
え
後

ひ
び
わ
れ
状
況

全
景

【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・安
心
の
確
保
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽
化
対
策

別
紙
９

き
た
き
ゅ
う
し
ゅ
う

ひ
ろ
し
ま

あ
き

か
み
せ
の
ち
ょ
う
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